法医学 by 滝澤 久夫 et al.
須屋実， 大浦栄次， 豊田文一 : 山村住民 に お け る
花粉アレ ルギー に 関す る 調査研究. 第22回富 山 県
公衆 衛生学会， 1988， 3 ， 富 山.
2) 青島恵子， 岩田孝吉， 加須屋実 : 富 山 県神通川
流域カ ド ミ ウ ム 汚染地住民 に お け る 骨代謝異常の
性差. 第58回 日 本衛生学会， 1988， 3 ， 岡 山.
3) 加須屋実， 能川浩二 : 先端産業 と 産業保健. 第
61回 日 本産業衛生学会 ・ シ ン ポ ジ ウ ム ， 1988， 4 ， 
金沢.
4) 寺西秀豊 : 花粉症研究の最近の進歩. 第61回 日
本産業衛生学会， 1988， 4 ， 金沢.
5) 青島恵子， 岩田孝吉， 加須屋実 : カ ド ミ ウ ム 汚
染地住民 に み ら れ た 代謝性 ア シ ド ー シ ス (第 2
報) . 第61回 日 本産業衛生学会， 1988， 4 ， 金沢.
6) 寺西秀豊， 加須屋実 : イ ギ リ ス に お け る 出生 と
児童発育の社会階層差 に つ い て 第 1 報 社会文
化的背景. 第 3 回北陸母性衛生学会， 1988， 5 ， 
富山.
7 )  寺西秀豊， 加須屋実 : イ ギ リ ス に お け る 出生 と
児童発育の社会階層差 に つ い て 第 2 報 出生体
重 と 発育ノf タ ー ン. 第 3 回 北 陸母性衛生学会，
1988， 5 ， 富 山.
8) 市川広美， 梶 尚志， 横田孝之， 石 浜徹義， 猪
又雄一， 岡 田知佐子， 青島恵子， 加須屋実 : 気管
支端息児な ら びに そ の母親の妊娠 ・ 授乳中 に お け
る 乳製品摂取状況. 第 3 回 北 陸母性衛生学会，
1988， 5 ， 富山.
9) 加須屋実 : 環境保健の課題一金属 に よ る 汚染を
中心 と し て一. 第47 回 日 本公衆 衛生学会， 1988， 
9 ， 札幌.
10 ) 寺西秀豊， 加須屋実 : イ ギ リ ス に お け る 出生 と
児童発育の社会階層差 に つ い て. 第47 回 日 本公衆
衛生学会， 1988， 9 ， 札幌.
11) 寺西秀豊 : イ ギ リ ス に お け る 職業性 アレ ル ギ
一. 第31回 日 本産業衛生学会北陸甲信越地方会，
1988， 10 ， 富山.
12 )  加藤輝隆， 加須屋実， 鏡森定信， 河野昭一 : 年
輪年代学的手法に よ る過去の大気汚染状況の推定
に つ い て . 第29回大気汚染学会， 1988， 11， 仙台.
13)  寺西秀豊， 加須屋実 : イ ギ リ ス に お け る公衆 衛
生 ・ 卒後教育 に つ い て. 第16回北陸公衆 衛生学会，
1988， 11， 金沢.
⑨ そ の 他
1) 加藤輝隆， 河野昭一 : ス ギ年輪 (幅) 解析を 用




2) 寺西秀豊 : ロ ン ド ン留学を 振 り 返 っ て . 学園だ
よ り 第30号 : 20 ， 1988. 
3) 青島恵子 : カ ド ミ ウ ム 汚染地域住民 に み ら れ る
尿細管障害の 性差 に 関す る 研究， 文部省科学研究
費重点領域研究 「人間環境系」 研究広報 No. 3 ，  
62年度研究成果報告， 61-63， 1988. 
4) 加須屋実 : カ ド ミ ウ ム 暴露 に よ る 尿細管障害の
量一反応関係 に つ い て. 昭和62年度委託研究 に 関
す る 結果報告， 日 本産業衛生学会， 13-41， 1988. 
5)  加須屋実 : 女性の社会進出 と 拡散す る 産業保健.
産業医学 30 : 169， 1988. 
6) 加須屋実 : ラ イ フ サ イ ク ルの 中 に お け る 労働.
産業医学 ジ ャ ー ナ ル 11 : 69-70 ， 1988. 
7 )  寺西秀豊 : ダニ と住居環境. 北 陸 と公衆 衛 生
第28号 : 2 - 3 ， 1988. 
8) 寺西秀豊 : ロ ン ド ン留学メ モ . 北陸 と公衆 衛生
第28号 : 32-33， 1988. 
9) 加藤輝隆， 河野昭一 : ス ギ の 年輪解析 に よ る過
去の大気汚染状況の推定. 京都大学原子炉実験所
「 樹木年輪情報の利用 法 に 関 す る 研究」 専門研究
会， 1988， 11， 大阪.
10 ) 加藤輝隆 : 大気汚染の地域環境への影響 . 富 山
県医師会産業医特別部会研修会， 1988， 11， 富 山.
11) 保健医学・公衆 衛生学教室編 : 昭和63年度社会
医学実習報告書 第 9 集， 1988. 
法 医
教 授 滝 津 久 夫
講 師 藤 倉 隆
助 手 小 湊 慶 彦




1) Ko minato Y. ，  Harada S.， Yamazaki K. and 
Misawa S. ; Estimatio n  o f  po stmo rtem interval 
based o n  the third co mpo nent o f  co mp lement 
(C3) cleavage. ]. Fo rensic Sciences 33 : 40 4- 40 9， 
1988. 
⑥ 症例報告
1) 成瀬隆倫， 中村 功， 藤倉 隆， 滝津久夫， 伊
藤祐輔 : 笑気 (N2ü) 麻酔事故のー剖検例. 日 本
法医学雑誌 42， 397 -40 2， 1988. 
⑨ 学会報告
1)  中村 功， 藤倉 隆， 滝津久夫 : 全身性キ メ ラ
に つ い て の血液型抗原検索 と 性別判定. 第7 2次 日
本法医学会総会， 1988， 5 ， 秋田.
p attern o f  p lasma lip ids in rats. 
994-998， 1987. 
2 )  Hamazaki T.， Urakaze M. ，  Yano S. ，  So da Y.， 
Miyamo to A.， Kubo ta K. and 1buki F. : 1njec­
tio n o f  trido co sahexaeno yl・glycero l emulsio n  
and fatty acid co mpo sitio n  o f  bloo d cells. 
L ip ids 22: 1031-1034， 1987. 
3) Yamashita N.， Sugiyama E.， Hamazaki T. 
and Yano S. : 1nhibitio n  o f  natural killer cell 
activity by eico sap entaeno ic acid in vivo and in 
vitro .  Bio chem. Biop hys. Res. Co mmun. 
1 50: 497・505， 1988. 
4) Hamazaki T.， Fischer S.， Schweer H.， Meese 
C. 0. ，  Urakaze M. ，  Y o ko yama A. and Yano 
S. : The infusio n o f  trieico sap entaeno yl-glycero l  
into humans and the in vivo fo rmatio n  o f  p ro s­
taglandin 13 and thro mbo xane A3 ・ Bio chem.
Biop hys. Res. Co mmun. 1 51 :  1386・ 1394 ，
1988. 
5) Hamazaki T.， Urakaze M.， Sawazaki S. ， 
Yamazaki K.， Taki H. and Yano S. : Co mp ari­
so n o f  p ulse wave velo city o f  the ao rta between 
inhabitants o f  fishing and farming villages in 
J ap an. Athero sclero sis 73 : 157・160， 1988. 
6) 1nagaki H.， Hamazaki T.， Kuro da H. and 
Yano S. : The effect o f  negative p ressure at a 
p ump inlet o n  the p ump ing efficiency o f  bloo d 
p ump s used fo r hemo dialysis. J. J p n. So c. 
Dial. Ther. 21 : 1167・1169， 1988. 
7) Swartz T. ] . ，  Evavo id B.， Suzuki H. ，  Yo ­
ko yama A. and Quintans ] . : Antigenicity o f  
p assively acquired majo r histo co mp atibility 
antigens o n  T cells. Transp lantatio n  46 : 
137・143， 1988. 
8) Mizushima Y.， Mo rikage T.， Hirata H.， Sato 
M. ，  Sakamo to K. and Yano S.: Synergistic 
therap eutic effect o f  co mbinatio n  therap y with 
OK・ 432 and interfero n-α o rγ o n  Meth-A as­
cites tumo r  in BAL B/c mice. ]. Bio l. 
Respo nse Mo d. 7: 371-383， 1988. 
9) Kato H.， Yano S. and Kanao ka M. : Radio ­
immuno assay o f  glycyrrhetic acid. J o urnal o f  
Medical and Pharmaceutical So ciety fo r 
W AKAN -Y AKU 5 : 74-79. 1988. 
10) Kanao ka M.， Yano S. and Kato H. : Prep a­
ratio n  o f  [3α -3H]3β-Hydro xy-18β-and 3α ­
Hydro xy-18 (β andα) -glycyrrhetic Acid and 
L ip ids 22: 2) 中村 功， 滝津久夫 : B 型亜型の一例-特 に マ
ユ ミレ ク チ ン の 亜型検査への 応用 に つ い て 第
72次 日 本法医学会総会， 1988， 5 ， 秋田.
3)  藤倉 隆， 滝津久夫 : グ ラ モ キ ソ ン 中毒例 に 認
め ら れた組織病変， 1988， 5 ， 秋田.
4)  中村 功， 滝 津 久 夫， 西 野 主 員 : Disp ermic 


























1) Ohgaku S. ，  Mo rio ka H. ，  Sawa T.， Yano S.， 
Yamamo to H.， Okamo to H.  and To chino Y. : 
Reduced exp ressio n and restrictio n  fragment 
length po lymo rp hism o f  insulin gene in NON 
mice， a new animal mo del fo r no no bese， 
no ninsulin-dep endent diabetes. 1n Fro ntiers in 
diabetes resarch . L esso ns fro m animal 
diabetes II， by Shafrir E. and Reno ld AE (Ed.) 
319-323， J o hn L ibbey and Co mp any L td， L o n­
do n， 1988. 
2) 鈴木英彦， J o se Quintans: T 細胞 に よ るT 細
胞の活性化回路 r免疫'88J 山 村雄一， 多 国 富雄，
岸本忠三監編， 17- 21， 中 山書庖， 東京， 1988. 
3) 大角誠治， 朝 日 寿実， 沢 丞， 森岡 尚夫， 矢
野三郎 : 換気応答試験 に よ る 糖尿病性 自律神経障
害の評価 r糖尿病性合併症 Vo l 1.J 糖尿病性合
併症研究会編 : 137- 142， メ デ イ カ ル ジ ャ ー ナ ル
社， 東京.
4争 原 書
1) Hamazaki T.， Urakaze M.， Makuta M.， 
Ozawa A.， So da Y.， Tatsumi H. ，  Yano S. and 
Kumagai A: 1ntake o f  different eico sa­
p entaeno ic acid-co ntaining lip ids and fatty acid 
- 23 
